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融解 に導 く分子 の協力運動について
京大 ･工 上 田 顕
§1.結 論
融解に導く分子運動として, hard disk system において数個の一列に並んだ粒子




entialE(0/n)12 の2次元 soft disksystem の計算機実験を行ない,同様の滑 り
現象が存在 し,融けるvortexmotionが見られることを示 した｡ (図参照 )
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- 普 -e(÷)nin(n･1,(｣語 ++2 窓 a2)-n(n+1)(n+2)豊 富 }
となる｡ m :質量,a:最近接格子問距離,右辺は第 1項のみならば,波動方程式であ
るから振動モー ドが存在する｡しかし,上式は,流体力学でBoussinesq 方程式と呼ば
れ, Xの正または負方向に進行する孤立波のモー ドをもつが,振動モー ドは有 しない｡
振動モー ドが現われるためには,右辺の第 2項と第 3項が打消し合えばよい｡打消す条
件は,X｡を代表的変位,L-aMとして








協力運動をどう表現するかで多少異るが,こ でゝ述べるモデルは cel卜 cluster 理
請, correlatedcellモデル, トンネルモデル5)と関連がある｡まだ結果を出していな
いので考え方だけ述べる｡









Qc(M)-孟J･･Jexpi一志[甘 (rl-rMト 甘 (0,･･0)])drr drM
で与えられ,甘 (rl･･rM )は他の粒子が格子点にいるとき, rl･･rM にいるM個 の
粒子に働 くポテンシャルエネルギーと,M粒子間相互のポテンシャルエネルギーの和で,
甘 (0,-,0)はM粒子が格子点にいるときのポテンシャルエネ/レギーである｡




なお speculationを追加すると,液体は短距離秩序のみ有 し,長距離秩序は存在 しな
いと考えられているoLかLvortex moti仰 あるいは滑 りは,動径分布函数が示す短
距離秩序よりはるかに大きいスケールの協力的運動が液体中に存在する(少くとも2次




参 考 文 献
1) Alderetal.Phys.Rev･Letter ii(1963),241
2) Alderetal.Phys. Rev･Letter 旦 (1968),731
3)蓮 精, 物性研短期研究会 ｢液体および非晶金属の物性｣(1949.7_ 8-9)
での報告
4)船越満明, 卒業研究
5) Barkel,Lattice TheoriesoftheLiquid State
ガラス におけ る SpinodalDecomposition
東芝 ･総研 横 田 良 助
spinodalとは二成分系のガラスや固溶体などで,二成分系の相図で(∂2G/∂C2)T,p








所で,理論と実験とがよく合 うことが示されたのはこ 数ゝ年のことであって, こゝに
大筋は確立された｡
研究会では理論のすじ道と,実験事実とをのべた｡そして主な参考文献をあげたO
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